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“FURUSATO” in Folklore :
Touching upon Shiiba, Tono and Yanagita Kunio
Tamio WAKAMORI
　  Here I have fi rst reported how folklore has been praised in each 
location of Tsujikawa, Fukawa, Irago, Shiiba and Tono which are also 
known as “FURUSATO in Folklore”.  Secondly, I have further explored 
how Yanagita Kunio himself had dealt with each location by studying his 
books such as “Tono Monogatari”. This is because he had mentioned in 
the book that each location was any of his birthplace, the place of 
residence and the place in which he was travelling. Furthermore, I have 
appended my consideration I came up when I visited “The Orthodox 
Church in Tono” as a part of trip held by “The society of study of 
Christianity humanism”. In conclusion, I have described that we 
ourselves would be impressed by the power of folk customs that creates 
local community when we dealt with our “FURUSATO”, just like 
Yanagita had used to be.  
　　Note that this report was written out from a lecture I gave in The 
35th “Saturday Liberal Arts College” ‒ autumn course ‒ themed on 
“FURUSATO” held on 7th October, 2017 by collaboration between the 
Seisen Research Institute for Christian Culture （which is affi  liated with 
































































































　柳田国男は 1875（明治 8）年，この地で松岡家の 6 男に生まれました．
幼少年期の約 10 年間をここで過ごします 5．なお，柳田国男の柳田姓は，
125民俗学における「ふるさと」―椎葉村と遠野郷と柳田国男に触れて―
彼が柳田家の養子に入った後の姓です．それは東京でのことで，彼が 27




で数え年を使っていること，周りも，柳田の没月日は 8 月 8 日で，満年齢









































柳田国男逗留の地碑」があります．碑の背面には，「明治 31 年 7 月，若き
柳田の伊良湖への旅は，「椰子の実」から「海上の道」へとつながる，柳







































4）椎葉村―柳田の 1908（明治 41）年の滞在地．→ 1909 年 3月の『後
狩詞記』刊行 
　椎葉村（しいばそん．宮崎県東臼杵郡）は九州山地の中央に位置する山











































いました．一方の柳田は，1909 年 8 月に遠野を初めて訪れています．そ
うして 1910 年に『遠野物語』が刊行されました．





















































































如何あらん，願はしきものは平和なり，（初出『太陽』第 8 巻第 8 号（1902




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































研大文化科学研究』第 4 号，2008 年，110 頁．のち，同論文収載の同氏著『柳田





















 6　福田アジオ『番と衆―日本社会の東と西』（1997 年，吉川弘文館）1-11 頁に詳しい．
 7　福田，前注 6 に同じ．また，同氏著の伊那民研叢書 2『柳田国男入門』（2017 年，
柳田国男記念伊那民俗学研究所）1-2 頁でも言及している．


























ととして言及する．私は今回は，石井正己氏の『100 分 de 名著 / 柳田国男『遠野
物語』』（放送テキスト，2014 年，NHK 出版）16-19 頁，同氏著『『遠野物語』を読
み解く』（2009 年，平凡社新書）31-56 頁をおもに参考にした．
16　カッパについては『遠野物語』55 段，以下，オクナイサマは 14 段，ザシキワラシ
































認されていいと思う．この点，参考文献として，石井前注 15 所引『100 分 de 名著
/ 柳田国男『遠野物語』』（16-19 頁），福田前注 7，17，20 所引 『柳田国男入門』























―」上（1986 年，『桐朋学園大学短期大学部紀要』5 所収）と下（1990 年，『桐朋
学園大学短期大学部紀要』8 所収）とにまとめてある．ただし韓国での調査におけ
るキリスト教はプロテスタント（長老派）であった．また，このフィールドワーク
















NHK テレビ放送番組「新日本風土記 / 遠野」（2011 年 9 月 2 日放送，2017 年 8 月
24 日再放送）の内容などに多く依拠している．本文中，カギかっこ内の引用は，
上記，前川氏執筆解説の 296 頁より．
30　前注 29 に挙げた「新日本風土記 / 遠野」の内容，映像を参考にした．
31　地域における，主体的で意欲的な，明日に向かっての「伝統展開的なありよう」「信
仰の民俗の習合的展開」への視点は，私は，和歌森太郎の『美保神社の研究』（1955
















34　石井，前注 15 所引著書，『100 分 de 名著 / 柳田国男『遠野物語』』62-67 頁．同氏
著『『遠野物語』を読み解く』102-105 頁．
35　長尾，藤川，前注 32 所引著書，50-51 頁の写真．あるいは前注 29，30 に記したテ
レビ番組中の映像などを念頭に置いた．
36　キリスト教ヒューマニズム研究会でのレポートは 2017 年 3 月 2 日に行った．その




























39　『明治大正史 世相編』（1931 年．〈『柳田国男全集』5，439 頁〉）．
40　NHK ラジオ放送番組「ここはふるさと旅するラジオ」（略称旅ラジ）．「ふるさと
のやる気，元気，本気を伝える」というキャッチコピーで，2005 年 4 月にスター



















 （2018 年 2 月 7 日）
